
近
江
の
「
サ
ン
ヤ
レ
」
か
ら
見
え
て
く
る
も
の

―
大
津
市
真
野
の
「
サ
ン
ヤ
レ
祭
り
」
と
栗
東
市
大
宝
神
社
の
「
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
」
を
例
に
―
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は
じ
め
に �

　

近
世
か
ら
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
旧
集
落
の
中
で
、
Ｊ
Ｒ
の
駅
に
近
く
都

市
化
が
進
ん
だ
新
興
住
宅
地
と
隣
接
す
る
地
域
で
は
、
伝
統
的
な
祭
礼
が

簡
略
化
さ
れ
、消
え
て
し
ま
っ
た
所
作
や
行
事
な
ど
も
散
見
さ
れ
る
。一
方

で
、
近
年
そ
れ
ら
の
地
域
で
歴
史
・
文
化
の
再
検
証
や
地
域
の
活
性
化
を

目
的
と
し
て
消
滅
し
た
行
事
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
い
う
動
き
も
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
論
考
は
、
祭
礼
の
組
織
や
所
作
、
行
事
が
省
略
さ
れ
な
が
ら
も
受

け
継
が
れ
て
い
る
大
津
市
真
野
の
「
サ
ン
ヤ
レ
祭
り
」
と
、
一
旦
完
全
に

消
え
て
し
ま
っ
た
踊
り
を
復
活
さ
せ
た
栗
東
市
大
宝
神
社
の
「
サ
ン
ヤ
レ

踊
り
」
の
復
活
譚
を
中
心
に
取
り
上
げ
、「
サ
ン
ヤ
レ
」
と
い
う
名
称
で

つ
な
が
る
実
際
の
祭
礼
行
事
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
行
事
を
継
承
す
る

こ
と
や
、
復
活
す
る
こ
と
に
よ
る
地
域
の
変
化
を
検
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
章　

サ
ン
ヤ
レ
と
は �

（
一
）
京
都
上
賀
茂
の
「
さ
ん
や
れ
祭
り
」

　

民
俗
研
究
に
お
い
て
「
サ
ン
ヤ
レ
」
と
は
、
囃は

や

子し

詞こ
と
ばを

指
し
、
黒
川
道

祐
が
編
纂
し
た
江
戸
時
代
前
期
の
京
都
の
民
俗
行
事
を
解
説
し
た
『
日ひ

な

次み

•••••••••••••••••••••••••••••••
Name :
Kenji　KATOH

Title :
The “Sanyare” of Omi: What We Can Learn through the Examples 
of the Sanyare Festival in Ostu City, Mano, and the Sanyare 
Dance of Ritto City’s Daiho Shrine

Summary : 
Hayashikotoba refers to a word or phrase called out to those dancing in 
a festival to coordinate their movements. The Sanyare Dance and San-
yare Festival, held in every region of Shiga Prefecture, originated from 
the hayashikotoba “sanyare”. This paper offers an overview of “sanyare”, 
said to have originated in Kyoto, and reports on what we can learn by 
looking at the revival of the Sanyare Dance, which had once died out.
•••••••••••••••••••••••••••••••

近
江
の「
サ
ン
ヤ
レ
」か
ら
見
え
て
く
る
も
の　
―
大
津
市
真
野
の
「
サ
ン
ヤ
レ
祭
り
」
と
栗
東
市
大
宝
神
社
の
「
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
」
を
例
に
―

�
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紀き

事じ

』
に
よ
る
と
、
江
戸
時
代
の
初
め
、
京
都
の
各
地
に
「
幸
在
」
と
唱

え
る
行
事
が
多
数
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、「
幸
在
」す
な
わ
ち「
さ

ち
あ
れ
」
が
「
サ
ン
ヤ
レ
」
と
い
う
囃
子
詞
と
な
っ
た
と
想
像
出
来
る
。

　

現
在
も
京
都
市
北
区
上
賀
茂
に
「
さ
ん
や
れ
祭
り
」
と
い
う
祭
礼
が
伝

承
さ
れ
て
い
る
。
十
五
歳
と
な
っ
て
子
供
組
か
ら
抜
け
る
少
年
た
ち
を
祝

う
と
い
う
目
的
で
毎
年
二
月
二
十
四
日
に
行
わ
れ
る
①
。
各
町
内
の
子
供

組
は
、
小
学
生
か
ら
十
五
歳
ま
で
の
子
供
た
ち
で
編
成
さ
れ
、
十
五
歳
に

な
る
と
「
ア
ガ
リ
」
と
い
う
役
を
務
め
て
子
供
組
か
ら
抜
け
る
。
祭
礼
当

日
は
、
午
前
中
に
「
ア
ガ
リ
」
の
自
宅
な
ど
に
参
加
者
が
集
ま
り
、
会
食

後
に
、
家
を
出
て
行
列
を
つ
く
り
、
途
中
各
地
域
の
氏
神
や
街
角
の
祠
な

ど
を
巡
礼
し
な
が
ら
、
上
賀
茂
神
社
に
向
か
う
。
そ
の
行
列
に
は
「
サ
ン

ヤ
レ
」
と
い
う
囃
子
方
（
太
鼓
と
鉦か

ね

）
が
加
わ
る
。

　

京
都
に
は
、
他
に
修
学
院
鷺
の
森
神
社
や
一
乗
寺
八
大
神
社
に
「
サ
ン

ヤ
レ
祭
り
」
と
い
う
春
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
二
）
近
江
に
お
け
る
サ
ン
ヤ
レ

　

近
江
（
滋
賀
県
）
に
も
「
サ
ン
ヤ
レ
」
と
い
う
言
葉
が
登
場
す
る
祭
礼

が
各
地
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

草
津
市
の
下
笠
・
志
那
・
志
那
中
・
片
岡
・
吉
田
・
長
束
・
矢
倉
の
七

つ
の
地
区
で
は
五
月
三
日
に
「
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
（
国
選
択
無
形
民
俗
文
化

財
）」
と
呼
ば
れ
る
太
鼓
踊
り
が
奉
納
さ
れ
る
。
大
津
市
真
野
地
域
で
は

一
月
十
七
日
の
夜
に
、
十

じ
ゅ
う

七し
ち

夜や

と
い
う
祭
礼
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
祭
り
は
、

松
明
行
列
の
奉
納
の
際
に
、「
サ
ン
ヤ
レ
・
サ
ン
ヤ
レ
」
と
い
う
掛
け
声

が
か
け
ら
れ
る
た
め
、「
サ
ン
ヤ
レ
祭
り
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

高
島
市
の
酒さ

波な
み

地
区
の
日
置
神
社
と
北き

と

仰ぎ

地
区
の
津
野
神
社
の
両
社
の

祭
礼
で
あ
る
「
川
上
祭
り
」
は
別
名
「
サ
ン
ヤ
レ
祭
り
」
と
呼
ば
れ
、
四

月
十
八
日
に
開
催
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
稲
穂
を
表
し
た
竹
製
の
小
さ
い
幟

の
ぼ
り

を
「
サ
ン
ヤ
レ
」
と
呼
び
、
踊
り
子
で
あ
る
子
供
達
が
地
面
に
叩
き
つ
け

る
所
作
が
披
露
さ
れ
る
。

　

守
山
市
吉
見
の
馬
路
石
邊
神
社
の
豊
年
踊
り
に
は
、
サ
ン
ヤ
レ
と
い
う

囃
子
詞
が
入
っ
て
い
る
た
め
に
「
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

同
じ
く
守
山
市
の
小
津
神
社
の
「
長
刀
祭
り
」
に
も
薙
刀
降
り
と
と
も
に

「
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
」
が
披
露
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
栗
東
市
の
大
宝
神
社
で
は
、
例
大
祭
で
か
つ
て
踊
ら
れ
て
い

た
と
い
う
「
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
」
が
復
活
し
た
。

　

サ
ン
ヤ
レ
の
起
源
は
、
先
述
の
『
日
次
紀
事
』
に
よ
る
と
京
都
を
発
祥

と
し
、
室
町
時
代
後
半
か
ら
江
戸
時
代
の
初
め
に
か
け
て
流
行
し
た
風ふ

り

流ゅ
う

囃は
や

子し

物も
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

風ふ
り

流ゅ
う

す
な
わ
ち
派
手
な
衣
装
や
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
の
踊
り
は
、

京
都
の
よ
う
な
都
市
部
に
流
行
す
る
疫
病
を
鎮
め
る
祈
り
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。
近
世
の
は
じ
め
、
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
は
、
見
物
人
に
新
鮮
な
印
象
を

与
え
、
近
江
へ
は
東
海
道
や
中
山
道
を
通
じ
て
伝
わ
り
流
行
し
た
。
し
か

し
、
同
時
に
恐
ろ
し
い
疫
病
も
主
要
街
道
を
通
じ
て
伝
染
し
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
厄
災
か
ら
地
域
を
守
る
と
い
う
意
味
も
含

み
、
一
気
に
近
江
の
各
地
に
広
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
一
部
が
、

草
津
や
守
山
、
大
宝
神
社
の
「
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
」
で
あ
り
、
今
も
五
穀
豊
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穣
と
と
も
に
疫
病
退
散
を
祈
る
奉
納
踊
り
と
し
て
守
り
伝
え
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
興
味
深
い
の
は
そ
の
起
源
で
あ
る
と
さ
れ
る
現
在
の
京
都
上

賀
茂
に
伝
わ
る
「
さ
ん
や
れ
祭
り
」
は
、
派
手
な
踊
り
や
衣
装
の
登
場
は

な
く
、
祭
り
の
意
味
合
い
は
十
五
歳
と
な
っ
た
青
年
を
一
人
前
の
大
人
と

し
て
迎
え
入
れ
神
様
に
報
告
す
る
儀
式
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
津

市
真
野
の
「
サ
ン
ヤ
レ
祭
り
」
と
共
通
す
る
点
で
あ
る
。
真
野
の
「
サ
ン

ヤ
レ
祭
り
」
は
、
風
流
囃
子
物
と
い
う
派
手
な
踊
り
は
登
場
し
な
い
。
ム

ラ
入
り
の
儀
式
が
そ
の
目
的
で
あ
り
、「
サ
ン
ヤ
レ
・
サ
ン
ヤ
レ
」
と
い

う
囃
子
詞
が
特
徴
で
あ
る
。

　

次
章
で
は
、
ま
ず
大
津
市
真
野
の
「
サ
ン
ヤ
レ
祭
り
」
を
眺
め
て
み
る

こ
と
に
す
る
。

第
二
章　

大
津
市
真
野
の
サ
ン
ヤ
レ
祭
り �

（
一
）
サ
ン
ヤ
レ
祭
り
の
起
こ
り

　

大
津
市
真
野
地
区
に
は
、
上
と
下
の
二
つ
の
神
田
神
社
が
存
在
し
、
下

の
神
田
神
社
は
真
野
沢
村
、
中
村
、
北
村
、
浜
村
の
四
つ
の
集
落
が
氏
子

圏
と
な
る
。現
在
、氏
子
の
戸
数
は
全
て
合
わ
せ
て
一
七
〇
戸
を
数
え
る
②
。

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
真
野
の
サ
ン
ヤ
レ
祭
り
は
、
下
の
神
田
神
社
で
行
わ

れ
る
沢
村
、
中
村
、
北
村
が
参
加
す
る
祭
り
で
あ
る
。
か
つ
て
は
浜
村
も

参
加
し
て
い
た
が
、
時
期
と
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
現
在
は
参
加
し
て

い
な
い
。

　

真
野
に
お
け
る
サ
ン
ヤ
レ
祭
り
の
起
こ
り
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
の

後
半
に
当
時
字
藤
ノ
木
③
に
鎮
座
し
て
い
た
神
田
神
社
が
、
真
野
川
の
水

害
を
避
け
る
た
め
、
現
在
の
場
所
に
遷
座
さ
れ
た
時
、
村
人
た
ち
が
多
く

の
松
明
を
抱
え
て
神
の
先
導
役
を
担
い
そ
の
松
明
行
列
が
も
と
と
な
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
別
に
室
町
時
代
に
真
野
地
域
一
帯
を
支
配
し
て
い
た
豪
族
真
野

十
左
衛
門
元
定
の
後
裔
が
は
じ
め
た
と
い
う
伝
承
も
あ
る
。
元
定
は
、
元

亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
織
田
信
長
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
が
、

そ
の
子
孫
は
長
ら
く
こ
の
地
に
留
ま
り
、
沢
村
を
領
地
と
し
た
旗
本
神
保

氏
の
代
官
を
務
め
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
サ
ン
ヤ
レ

祭
り
は
、
真
野
一
族
の
同
族
祭
と
し
て
は
じ
め
ら
れ
、
真
野
一
族
が
没
落

後
、
沢
村
の
地
縁
的
な
村
祭
り
と
し
て
引
き
継
が
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

今
で
は
、
沢
地
区
の
役
人
が
大
太
鼓
や
鉦
、
大
松
明
を
扱
い
中
心
的
に

祭
礼
を
進
行
し
、
北
村
と
中
村
は
松
明
行
列
に
参
加
す
る
の
み
と
い
う
形

式
を
見
て
も
、
近
世
に
沢
村
の
代
官
を
務
め
た
真
野
氏
と
の
関
わ
り
が
深

い
と
考
え
ら
れ
る
。
神
田
神
社
の
遷
座
の
際
の
松
明
行
列
が
起
源
で
あ
る

と
い
う
の
は
、
真
野
氏
が
滅
び
沢
村
の
祭
礼
と
な
っ
て
以
降
に
語
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。　

（
二
）
サ
ン
ヤ
レ
祭
り
の
組
織

　

真
野
地
域
の
人
々
は
、
こ
の
祭
り
を
毎
年
十
七
日
の
夜
に
行
わ
れ
る
た

め
、「
十

じ
ゅ
う

七し
ち

夜や

」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
囃
子
言

葉
で
あ
る
「
サ
ン
ヤ
レ
」
と
い
う
掛
け
声
を
太
鼓
と
鉦
に
合
わ
せ
て
発
す
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と
い
う
役
割
を
担
っ
て
、
行
列
の
最
後
を
見
守
る
の
で
あ
る
。

　

㋒
「
十
人
衆
」
は
、
上
七
人
、
下
七
人
を
経
験
し
た
い
わ
ゆ
る
沢
村
の

長
老
た
ち
が
そ
の
役
に
就
く
。
役
割
は
、「
サ
ン
ヤ
レ
祭
り
」
が
は
じ
ま
り
、

終
了
す
る
ま
で
自
宅
で
待
機
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
太
鼓
が
止
む
と

何
か
問
題
が
起
こ
っ
た
と
察
知
し
て
、
家
を
出
る
が
、
そ
れ
以
外
は
太
鼓

の
音
を
聞
き
な
が
ら
そ
の
無
事
を
確
認
し
、
待
機
す
る
の
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
太
鼓
た
た
き
は
、
祭
礼
の
間
、
決
し
て
太
鼓
を
む
や
み
に
止
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
役
の
他
に
「
ア
ル
キ
」
と
い
う
役
割
の
も
の
が
あ

る
。
雑
用
係
と
言
わ
れ
、
服
装
は
普
段
着
で
あ
る
が
、
こ
の
「
ア
ル
キ
」

は
、
沢
村
以
外
に
も
、
中
村
、
北
村
に
も
存
在
し
、
神
の
使
い
と
し
て
提

灯
を
持
っ
て
行
列
に
参
加
し
、
三
つ
の
集
落
の
氏
子
を
つ
な
ぐ
連
絡
役
を

担
う
。
特
に
、
沢
村
の
ア
ル
キ
は
、
北
村
の
行
列
へ
の
参
加
を
促
す
た
め
、

「
七
度
半
の
使
い
」
と
い
う
役
割
を
果
た
し
、
三
重
の
重
箱
と
銚
子
、
杯

も
手
配
す
る
。。

（
三
）
現
在
の
サ
ン
ヤ
レ
祭
り
の
流
れ

　

一
月
十
六
日
に
は
、沢
村
、北
村
、中
村
の
各
家
で
ハ
サ
竹
（
稲
木
竹
）

を
素
材
と
し
た
松
明
が
一
本
ず
つ
つ
く
ら
れ
る
。
下
七
人
は
、
沢
村
の
浄

国
寺
の
境
内
で
大
松
明
を
つ
く
る
。
竹
は
あ
ら
か
じ
め
、
火
を
つ
け
た
時

に
破
裂
し
な
い
よ
う
節
を
割
っ
て
お
く
。
竹
数
本
を
束
ね
、
そ
れ
ら
を
縄

で
丁
寧
に
縛
り
完
成
で
あ
る
。
そ
し
て
、
翌
十
七
日
、
午
後
七
時
頃
に
浄

国
寺
に
沢
村
の
下
七
人
、
上
七
人
が
集
ま
り
、
太
鼓
の
合
図
で
沢
村
の
各

る
の
で
、「
サ
ン
ヤ
レ
祭
り
」
と
い
う
名
前
が
定
着
し
て
い
る
。
祭
り
の

目
的
は
、
先
述
の
京
都
上
賀
茂
の
「
さ
ん
や
れ
祭
り
」
に
近
く
、
沢
村
の

成
年
男
子
の
烏え

帽ぼ

子し

儀ぎ

、
す
な
わ
ち
元
服
式
（
成
人
式
）
が
そ
の
中
心
と

な
る
。
い
わ
ゆ
る
烏
帽
子
料
を
支
払
っ
て
の
ム
ラ
入
り
の
意
味
合
い
が
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
現
在
、
そ
の
儀
式
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
稀
に
他
の

地
域
か
ら
転
居
し
て
き
た
人
が
何
年
間
か
定
住
し
、
希
望
が
あ
れ
ば
正
式

に
ム
ラ
入
り
と
す
る
事
例
が
あ
っ
た
が
、
近
年
は
ほ
ぼ
そ
れ
も
無
く
な
っ

た
と
い
う
。

　

サ
ン
ヤ
レ
祭
り
の
組
織
は
、
㋐
「
下
七
人
」、
㋑
「
上
七
人
」、
㋒
「
十

人
衆
」
に
わ
か
れ
、
す
べ
て
沢
村
の
氏
子
（
男
子
）
が
担
う
。
ム
ラ
入
り

す
れ
ば
、
㋐
か
ら
㋒
の
順
に
役
に
就
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

㋐
「
下
七
人
」
は
、
サ
ン
ヤ
レ
祭
り
の
中
心
を
担
う
七
名
の
若
者
を
言

う
。
衣
装
は
、
黒
の
モ
ン
ペ
に
赤
い
帽
子
を
か
ぶ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

赤
い
帽
子
は
烏え

帽ぼ

子し

と
呼
ば
れ
、
ち
ょ
ん
ま
げ
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
大
太
鼓
と
鉦
を
打
ち
鳴
ら
し
、

大
松
明
を
持
つ
役
割
を
担
う
。
現
在
は
、「
サ
ン
ヤ
レ
・
サ
ン
ヤ
レ
」
と

い
う
掛
け
声
が
あ
る
も
の
の
、
静
か
に
松
明
行
列
と
と
も
に
歩
く
と
い
う

雰
囲
気
で
あ
る
が
、
か
つ
て
は
、
太
鼓
も
松
明
も
暴
れ
ま
わ
り
、
新
た
に

ム
ラ
入
り
し
た
若
者
の
大
き
な
試
練
の
場
と
な
っ
た
と
い
う
。

　

㋑
「
上
七
人
」
は
、「
下
七
人
」
と
し
て
七
年
間
一
つ
一
つ
の
役
割
を

経
た
も
の
が
、そ
の
末
席
に
着
く
。
衣
装
は
羽
織
袴
で
あ
る
。
役
割
は
、「
下

七
人
」
の
指
導
や
、
松
明
行
列
の
警
護
な
ど
を
務
め
る
。
最
上
位
の
者
は

「
カ
シ
ラ
」と
呼
ば
れ
、は
じ
め
て
上
七
人
と
な
っ
た
も
の
は
、「
オ
サ
エ
」
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家
か
ら
も
松
明
を
持
っ
た
人
々
が
松
明
に
火
を
付
け
に
や
っ
て
く
る
。
大

松
明
に
も
火
が
つ
く
と
、
行
列
は
神
田
神
社
に
向
か
っ
て
出
発
す
る
。

　

途
中
に
藤
の
木
と
呼
ば
れ
る
丁
字
路
で
行
列
は
止
ま
る
。
こ
こ
は
、
沢
、

北
、
中
の
三
集
落
が
集
ま
る
場
所
と
な
っ
て
い
る
。
沢
村
が
藤
の
木
に
到

着
し
た
時
に
は
、
す
で
に
中
村
の
一
行
は
到
着
し
て
お
り
、
追
っ
て
北
村

が
合
流
し
た
。
各
集
落
の
ア
ル
キ
が
集
合
を
確
認
す
る
と
、
神
田
神
社
の

宮
司
を
藤
の
木
に
迎
え
入
れ
る
。
そ
の
後
、
大
太
鼓
と
鉦
が
激
し
く
叩
か

れ
な
が
ら
、
上
七
人
の
オ
サ
エ
役
が
、
扇
子
を
広
げ
て
「
ワ
ー
ッ
」
と
掛

け
声
を
三
度
発
す
る
と
、
一
斉
に
神
田
神
社
に
向
か
っ
て
行
列
が
進
み
始

め
る
。

　

大
太
鼓
と
鉦
を
叩
く
下
七
人
は
、「
サ
ン
ヤ
レ
・
サ
ン
ヤ
レ
」
と
囃
子

詞
を
か
け
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
進
ん
で
い
く
。

　

沢
村
が
先
頭
で
境
内
に
入
る
と
、
拝
殿
に
向
か
っ
て
右
側
に
大
太
鼓
が

置
か
れ
、
そ
の
前
に
松
明
は
燃
え
て
い
る
方
を
中
央
に
揃
え
て
放
射
状
に

置
く
。
そ
し
て
上
七
人
と
下
七
人
は
本
殿
の
周
り
を
三
回
ま
わ
る
。
つ
い

で
、
中
村
が
境
内
に
入
り
、
同
じ
く
松
明
を
放
射
状
に
並
べ
、
北
村
も
そ

れ
に
倣
っ
て
松
明
を
置
い
た
。
大
太
鼓
は
鳴
り
止
ま
な
い
よ
う
に
叩
き
役

を
変
え
な
が
ら
叩
き
続
け
、
拝
殿
で
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
す
る
。

　

祝
詞
が
終
わ
る
と
各
集
落
の
ア
ル
キ
が
上
七
人
、
下
七
人
を
は
じ
め
、

参
拝
者
一
人
ひ
と
り
に
神
酒
を
勧
め
る
。

　

八
時
半
頃
、
オ
サ
エ
役
が
、
扇
子
を
広
げ
て
「
ワ
ー
ッ
」「
ワ
ー
ッ
」

「
ワ
ー
ッ
」
と
三
度
発
す
る
と
、
沢
村
の
氏
子
は
大
太
鼓
と
鉦
を
先
頭
に
、

そ
れ
ぞ
れ
が
境
内
を
降
り
て
手
水
舎
の
前
に
集
ま
る
。
オ
サ
エ
が

「
ワ
ー
ッ
」
と
再
び
発
す
る
と
、
大
太
鼓
と
鉦
が
鳴
り
止
み
、
ア
ル
キ
が

エ
ビ
や
数
の
子
が
入
っ
た
重
箱
を
下
七
人
の
太
鼓
叩
き
に
勧
め
る
。
そ
の

後
、
静
寂
な
中
、
謡
曲
を
上
手
に
謡
う
こ
と
が
で
き
る
年
長
の
氏
子
が
登

場
し
、「
千
秋
楽
」
が
謡
わ
れ
る
。
そ
れ
が
終
了
す
る
と
サ
ン
ヤ
レ
の
言

葉
が
か
け
ら
れ
、
再
度
大
太
鼓
と
鉦
が
威
勢
良
く
叩
か
れ
、
最
後
に
オ
サ

エ
が
「
ワ
ー
ッ
」
と
大
き
な
声
を
上
げ
る
と
、
太
鼓
が
鳴
り
止
ん
で
祭
り

は
終
了
し
、
氏
子
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
路
に
つ
く
の
で
あ
る
。

（
四
）
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
合
理
化
さ
れ
る
サ
ン
ヤ
レ
祭
り

　

以
上
が
、
基
本
的
な
サ
ン
ヤ
レ
祭
り
の
組
織
と
役
割
、
そ
し
て
平
成

三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
の
祭
り
の
全
容
で
あ
る
。
現
在
の
サ
ン
ヤ
レ
祭

り
で
は
、
下
七
人
の
役
割
は
、
太
鼓
が
暴
れ
る
と
い
う
所
作
が
無
い
こ
と

以
外
は
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
が
、
上
七
人
は
、
本
来
七
名
の
と
こ
ろ
が
、
二

名
の
み
で
あ
り
、
十
人
衆
は
全
く
存
在
し
な
い
。
ア
ル
キ
は
三
集
落
に
一

人
ず
つ
設
定
さ
れ
、
連
携
の
役
割
を
遂
行
し
て
い
る
が
、「
七
度
半
の
使�

い
」④ 

は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

全
体
の
参
加
者
の
数
は
少
な
く
、
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
の
記

録
に
よ
る
と
、
参
加
し
た
各
家
が
持
ち
込
ん
だ
松
明
の
数
は
、
沢
村
五
七

本
、
中
村
七
九
本
、
北
村
二
六
本
で
あ
っ
た
が
、
平
成
三
十
一
年
は
、
そ

の
三
分
の
一
ほ
ど
の
本
数
で
あ
っ
た
。
人
手
不
足
や
、
祭
り
の
簡
略
化
の

流
れ
で
、
所
作
な
ど
は
省
略
さ
れ
、
か
つ
て
は
大
太
鼓
が
神
輿
の
よ
う
に

踊
り
狂
っ
た
と
い
う
が
、
そ
れ
に
比
べ
る
と
祭
り
と
し
て
の
全
体
は
粛
々

と
遂
行
さ
れ
、
静
謐
で
幻
想
的
な
火
祭
り
と
い
え
よ
う
か
。
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今
回
の
取
材
で
は
、
神
田
神
社
の
平
野
修
保
宮
司
と
サ
ン
ヤ
レ
祭
り
を

含
む
沢
村
の
地
域
活
動
に
取
り
組
む
川
中
常
夫
氏
に
話
を
聞
い
た
。
徐
々

に
参
加
者
が
少
な
く
な
る
中
、
祭
り
の
所
作
の
省
略
や
、
組
織
の
合
理
的

な
運
用
が
な
さ
れ
て
い
る
現
状
が
語
ら
れ
た
。
た
だ
、
祭
り
自
体
は
今
の

生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
合
理
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
の
地

域
の
歴
史
が
垣
間
見
ら
れ
、
世
代
を
超
え
て
地
域
の
人
々
が
つ
な
が
る
と

い
う
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
年
の
祭
り
の
中
で
、
数
人
の
子
供
達

が
小
ぶ
り
の
松
明
を
持
っ
て
行
列
に
参
加
す
る
姿
も
見
ら
れ
た
。
平
野
宮

司
と
川
中
氏
の
話
か
ら
、
こ
の
祭
礼
を
な
ん
と
か
し
て
地
域
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
受
け
継
ぎ
、
次
世
代
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
と
い
う
強

い
意
志
を
感
じ
た
。

　

次
章
で
は
、
一
旦
消
え
て
し

ま
っ
て
い
た
「
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
」

と
い
う
所
作
を
復
活
さ
せ
た
と
い

う
栗
東
市
の
大
宝
神
社
の
事
例
を

紹
介
し
て
み
た
い
。

平野宮司が地域の交流の場にという神田神社

祭り締めくくりに謡曲「千秋楽」が謡われる藤ノ木で下七人が大太鼓を叩く

沢村を先頭に松明行列が神田神社に入る浄国寺付近で待機する沢村の松明
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第
三
章　

大
宝
神
社
の
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
復
活
譚 �

（
一
）
大
宝
神
社
と
例
大
祭

　

栗
東
市
の
大
宝
神
社
は
、
明
治
時
代
以
前
、
大
宝
天
王
宮
、
今
宮
応
天

大
神
宮
と
呼
ば
れ
祭
神
を
牛
頭
天
王
と
し
て
信
仰
を
集
め
、
綣
（
へ
そ
）

村
五
郷
や
、
笠
川
村
、
今
宿
村
、
上
・
下
勾
村
を
は
じ
め
、
近
郷
（
旧
栗

太
郡
内
の
す
べ
て
）
五
〇
ヶ
村
に
及
ぶ
氏
子
圏
を
持
っ
て
い
た
。

　

伝
承
に
よ
る
と
、
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
に
綣
村
を
中
心
に
疫
病
が
流

行
し
、
人
々
が
祈
っ
た
と
こ
ろ
終
息
し
た
。
翌
年
か
ら
、
疫
病
が
流
行
る

こ
と
を
恐
れ
て
例
祭
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
以
後
ど
の

よ
う
に
変
遷
し
て
き
た
か
詳
し
い
こ
と
は
不
明
で
あ
る
が
、
寒
川
辰
清
著

『
近
江
輿
地
志
略
』
に
、
大
宝
神

社
は
「
大
寶
天
王
社
」
と
称
さ
れ
、

「
卯
月
初
子
日
御
祭
礼
」
と
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代

に
は
四
月
の
初
め
の
子
（
ね
）
の

日
に
、
祭
礼
が
催
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

　

現
在
の
祭
神
は
素ス

サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト

戔
鳴
尊
で
あ

り
、
約
三
〇
の
旧
字
地
域
を
氏
子

の
範
囲
と
し
て
、
五
月
四
日
に
例

大
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
。
三
基
の

神
輿
（
守
山
地
域
・
大
宝
地
域
・

治
田
地
域
）、
一
基
の
さ
つ
き
神
輿
（
女
性
神
輿
）
が
出
る
盛
大
な
祭
礼

で
あ
る
。

（
二
）
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
復
活
譚

　

大
宝
神
社
の
例
大
祭
に
は
、
草
津
地
域
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
疫
病
退
散

と
い
う
京
都
の
影
響
を
受
け
た
風
流
囃
子
物
で
あ
る
「
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
」

が
、
賑
や
か
に
奉
納
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
章
で
は
、
そ
の

踊
り
を
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
に
復
活
さ
せ
た
人
物
を
取
材
し
た
。

　

そ
の
人
物
と
は
、
大
宝
神
社
の
氏
子
地
域
で
あ
る
栗
東
市
笠
川
地
区
に

在
住
す
る
西
村
久
氏
で
あ
る
。
西
村
氏
は
、
地
域
の
民
俗
行
事
に
興
味
を

持
ち
、
大
宝
神
社
の
祭
礼
だ
け
で
な
く
、
滋
賀
県
内
の
様
々
な
祭
礼
を
検

証
し
、
そ
の
特
異
性
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
広
く
発
信
し
て
い

る
⑤
。

　

西
村
氏
は
、
平
成
二
十
六
年（
二
〇
一
四
）度
の
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
⑥

で
、
自
ら
が
暮
ら
す
地
域
を
調
査
し
て
発
表
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
大
宝
神
社
の
「
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
」
を
復
活
さ
せ
た
。

　

西
村
氏
が
暮
ら
す
笠
川
地
域
は
、
Ｊ
Ｒ
栗
東
駅
に
近
い
た
め
、
新
興
住

宅
地
と
し
て
開
発
が
進
み
、
懐
か
し
い
田
畑
が
広
が
る
風
景
は
な
く
な
り
、

旧
中
山
道
も
そ
の
面
影
を
見
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

西
村
氏
は
こ
の
場
所
に
も
古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
た
豊
か
な
歴
史
と
文
化

が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
新
し
く
移
り
住
ん
で
き
た
人
た
ち
に
も
愛
着
を

持
っ
て
も
ら
え
る
地
域
で
あ
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
平
成
二
十
七
年

（
二
〇 
一
五
）、
笠
川
地
区
を
中
心
に
古
老
に
呼
び
か
け
、
七
名
の
古
老

栗東市綣（へそ）の大宝神社
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と
「
ま
ち
づ
く
り
の
会
（
現
・
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
保
存
会
）」
を
発
足
さ
せ
た
。

　

当
初
は
、
月
一
度
集
ま
り
を
持
っ
て
、
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る

懐
か
し
い
地
域
の
風
景
を
聞
き
取
り
に
よ
っ
て
再
現
す
る
「
ふ
る
さ
と
絵

図
」
の
制
作
と
、
栗
太
郡
史
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
今
は
無
き
「
サ
ン
ヤ
レ

踊
り
」
の
復
活
と
い
う
二
つ
の
目
標
を
掲
げ
た
と
い
う
。

　

地
域
の
歴
史
を
紐
解
い
て
い
く
作
業
を
始
め
る
と
、
様
々
な
資
料
が
出

て
く
る
。
偶
然
に
も
、
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
の
先
輩
か
ら
、「
サ
ン
ヤ
レ

踊
り
」
の
唄
が
入
っ
た
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
譲
り
受
け
て
い
た
こ
と
を
思

い
出
し
、
聞
き
直
す
。
山
本
わ
ゑ
さ
ん
と
い
う
当
時
八
十
九
歳
の
お
ば
あ

さ
ん
が
唄
う
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
の
節
。
わ
ゑ
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
み
ん
な
と

唄
う
と
、
踊
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
と
真
面
目
に
思
い
始
め
た
。
そ

し
て
、
草
津
地
域
⑦
の
サ
ン
ヤ

レ
踊
り
を
調
査
す
る
な
ど
し
な

が
ら
大
宝
神
社
の
「
サ
ン
ヤ
レ

踊
り
」
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
い

う
機
運
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
こ
か
ら
、
一
年
後
の
例
大

祭
で
の
「
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
」
復

活
に
向
け
て
「
ま
ち
づ
く
り
の

会
」
が
具
体
的
に
動
き
始
め
た
。

し
か
し
、「
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
」

に
は
、
唄
、
太
鼓
、
鉦
、
笛
、

踊
り
と
い
う
五
つ
の
要
素
が
あ

る
。
西
村
氏
に
と
っ
て
も
ま
ち
づ
く
り
の
会
の
古
老
ら
も
、
そ
の
全
て
が

は
じ
め
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
十
二
月
に
地
域
住
民
を
対
象

と
し
た
「
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
」
の
復
活
に
向
け
た
説
明
会
を
四
度
実
施
し
た

が
、
全
住
民
の
二
割
程
度
の
参
加
し
か
な
く
、
そ
の
意
識
の
低
さ
に
愕
然

と
す
る
。
山
本
わ
ゑ
さ
ん
の
唄
に
合
わ
せ
て
太
鼓
を
叩
い
て
も
ら
お
う
と
、

太
鼓
を
叩
く
市
民
グ
ル
ー
プ
に
依
頼
し
、
唄
を
基
調
と
し
た
太
鼓
、
笛
、

鉦
の
合
わ
せ
方
の
指
導
を
受
け
た
。
し
か
し
、
草
津
地
域
の
サ
ン
ヤ
レ
踊

り
保
存
会
の
協
力
は
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
一
旦
は
当
年
五
月
例
祭
で
の

復
活
を
断
念
し
よ
う
か
と
思
っ
た
と
い
う
。

　

た
だ
、
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
今
年
で
で
き
な
い
こ
と
は
、
何
年
た
っ復活したサンヤレ踊り２

大宝神社の「サンヤレ踊り」の歌が収録されているカ
セットテープ

復活したサンヤレ踊り１
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て
も
で
き
な
い
と
い
う
信
念
を
持
っ
て
、
困
難
の
中
、
取
り
組
み
を
進
め

た
。
す
る
と
、
横
笛
を
担
当
し
て
く
れ
る
方
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
草
津

の
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
の
楽
譜
が
つ
く
ら
れ
た
。
そ
し
て
中
学
生
の
吹
奏
楽
部

が
そ
れ
に
応
え
て
く
れ
る
。
太
鼓
を
担
当
す
る
方
が
現
れ
、
小
学
生
と
太

鼓
を
叩
き
始
め
る
。
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
三
月
、
今
年
で
き
る

範
囲
で
や
る
と
決
意
し
、
五
月
四
日
の
当
日
に
向
け
て
、
法
被
（
衣
装
）

は
ど
う
す
る
、
踊
り
の
振
り
付
け
は
…
…
。
期
日
が
迫
る
中
、
一
気
に
大

宝
神
社
の
「
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
」
は
か
た
ち
づ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

そ
し
て
、
見
事
に
こ
の
年
の
例
大
祭
で
「
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
」
は
復
活
を

果
た
し
た
の
で
あ
る
。
新
元
号
と
な
る
二
〇
一
九
年
の
五
月
四
日
、
四
度

目
の
「
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
と
め　

サ
ン
ヤ
レ
踊
り
の
復
活
か
ら
見
え
て
く
る
も
の �

　

近
年
、
筆
者
が
知
る
範
囲
に
お
い
て
も
、
草
津
市
小
汐
井
神
社
の
狐
踊

り
や
近
江
八
幡
市
浅
小
井
今
宮
天
満
神
社
の
祇
園
祭
に
お
け
る
お
囃
子
の

復
活
な
ど
、
一
旦
消
え
て
し
ま
っ
た
祭
礼
行
事
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
す
る

動
き
が
各
地
で
見
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
小
さ
な
所
作
の
復
活
な
ど
を
含
め

る
と
、
滋
賀
県
内
に
お
い
て
か
な
り
の
数
の
事
例
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
。
一
方
で
、
祭
礼
行
事
を
で
き
る
だ
け
簡

素
化
し
な
が
ら
祭
り
の
根
幹
だ
け
は
守
ろ
う
と
す
る
動
き
や
、
完
全
に
消

滅
し
て
し
ま
っ
た
悲
し
い
祭
礼
の
話
を
聞
く
こ
と
も
あ
る
。

　

地
域
の
高
齢
化
や
、
人
口
減
少
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
で
き
て
い
た
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
、
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
地
域
の
活
力
が
無
く
な
り
、
地
域
の
人
々
の
つ
な
が
り
が
希

薄
と
な
っ
て
き
た
こ
と
で
、
自
分
が
暮
ら
す
地
域
に
誇
り
を
持
っ
て
、
こ

こ
に
暮
ら
し
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
場
所
に
し
た
い
と
願
う
人
々

が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　

今
回
、「
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
」
を
復
活
さ
せ
た
西
村
久
氏
は
、
そ
の
う
ち

の
一
人
で
あ
る
。
事
実
、
無
く
な
っ
た
も
の
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
の
難
し

さ
は
あ
っ
た
が
、
ゼ
ロ
か
ら
始
め
る
こ
と
で
、
様
々
な
人
と
の
出
会
い
が

あ
り
、
思
い
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
結
び
つ
く
こ
と
で
、
新
し
い
も
の
が
生

ま
れ
る
と
い
う
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
と
取
材
を
通
し
て
語
っ
て
お
ら
れ

た
。

　

伝
統
的
な
祭
礼
に
は
、
様
々
な
決
ま
り
ご
と
が
あ
る
。「
女
性
や
子
供

は
神
輿
を
担
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
。
踊
り
に
参
加
で
き
な
い
。
行
事
が
平

日
や
深
夜
に
行
わ
れ
る
。
他
の
地
域
か
ら
移
住
し
て
き
た
人
は
参
加
で
き

な
い
。
費
用
が
か
さ
む
。」
な
ど
現
代
社
会
の
秩
序
や
暮
ら
し
の
様
式
に

合
致
し
な
い
行
事
や
所
作
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
徐
々
に
省
略
さ
れ
合
理
化

さ
れ
て
い
る
。

　

復
活
し
た
行
事
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
難
し
い
縛
り
は
な
く
、
現

代
の
暮
ら
し
に
即
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
女
性
や
子
供
た
ち
が
参
加

し
や
す
く
、
男
女
を
問
わ
ず
様
々
な
年
齢
層
の
人
々
の
交
流
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
移
住
者
の
受
け
入
れ
に
も
問
題
が
な
い
。

　

草
津
市
小
汐
井
神
社
の
狐
踊
り
は
、
神
社
の
宮
司
さ
ん
と
熱
心
な
氏
子

総
代
が
核
と
な
っ
て
、
復
活
し
た
が
、
大
人
に
混
じ
っ
て
地
域
の
小
学
生
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が
踊
り
に
参
加
で
き
る
。
地
域
の
小
学
校
で
は
、
先
生
が
こ
の
踊
り
に
興

味
を
持
ち
、
学
校
で
習
っ
て
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
披
露
す
る
こ
と
も
あ
る

と
い
う
。
祭
礼
行
事
が
教
育
の
一
環
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
は
非
常
に
有

意
義
で
あ
る
。
祭
礼
の
時
以
外
に
も
、
こ
の
踊
り
が
地
域
の
文
化
と
し
て

広
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
子
供
達
が
参
加
す
る
と
そ
こ
に
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
そ
し

て
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
と
も
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
。

世
代
を
超
え
た
縦
の
つ
な
が
り
と
同
時
に
他
の
家
族
と
の
交
流
す
な
わ
ち

横
の
つ
な
が
り
も
密
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
新
し
く
復
活
し
た
行
事
に
は
、
様
々
な
に
可
能
性
が
あ

る
と
い
え
よ
う
。

　

真
野
の
サ
ン
ヤ
レ
祭
り
は
、
今

の
所
、
所
作
を
復
活
さ
せ
よ
う
と

い
う
具
体
的
な
動
き
は
見
ら
れ
な

い
が
、
神
田
神
社
の
平
野
宮
司
は
、

神
社
は
地
域
の
拠
点
で
あ
ら
ね
ば

な
ら
な
い
と
強
調
さ
れ
て
い
た
。

地
域
に
は
独
自
の
歴
史
や
文
化
が

あ
り
、
多
く
の
人
々
の
暮
ら
し
が

あ
る
。
神
社
の
境
内
で
、
地
域
の

人
々
が
出
店
す
る
露
店
を
出
す
な

ど
す
る
現
代
の
祭
り（
イ
ベ
ン
ト
）

が
行
わ
れ
る
場
所
に
し
た
い
と
い

う
思
い
を
語
ら
れ
て
い
た
。

　

伝
統
的
行
事
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
や
、
消
え
た
行
事
を
復
活
さ
せ
る

と
い
う
物
語
に
、
正
し
い
や
り
方
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
た
だ
、
伝
統
行
事
自
体
が
そ
の
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
あ
り
、

そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
が
集
ま
る
機
会
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
な
い
。
地
域

の
人
々
が
知
恵
を
出
し
な
が
ら
、
祭
礼
行
事
を
変
化
さ
せ
つ
つ
も
維
持
し

て
い
く
方
法
を
、
常
に
探
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に �

　

今
回
、
取
材
で
お
世
話
に
な
っ
た
大
津
市
真
野
神
田
神
社
宮
司
の
平
野

修
保
様
、
真
野
沢
村
の
地
域
活
動
に
取
り
組
む
川
中
常
夫
様
、
そ
し
て
サ

ン
ヤ
レ
踊
り
を
復
活
さ
せ
た
栗
東
市
笠
川
の
西
村
久
様
は
、
地
域
の
核
と

な
る
人
材
だ
と
確
信
し
ま
し
た
。
地
域
に
対
す
る
具
体
的
な
思
い
は
、
お

一
人
ず
つ
様
々
で
す
が
、「
地
域
に
は
大
切
な
歴
史
と
受
け
継
が
れ
て
き

た
文
化
が
あ
り
、
そ
れ
が
地
域
の
誇
り
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
子
供
を

含
む
若
い
世
代
の
人
た
ち
に
そ
れ
ら
を
伝
え
、
よ
り
良
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
形
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
お
三

方
と
も
共
通
し
て
話
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
取
材
で
非
常
に

多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

大宝神社サンヤレ踊り集合写真
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⑤W
eb

サ
イ
ト
「
近
江
祭
百
選　

http://w
w
w
.eonet.ne.jp/~oum

im
atsuri/

」

　

⑥
社
会
福
祉
法
人
「
滋
賀
県
社
会
福
祉
協
議
会
」
が
主
催
す
る
高
齢
者
が
高
い
知
識

や
技
術
を
身
に
つ
け
、
地
域
社
会
の
担
い
手
と
し
て
自
立
で
き
る
よ
う
支
援
す
る

た
め
の
学
校

　

⑦
下
笠
・
志
那
・
志
那
中
・
片
岡
・
吉
田
・
長
束
・
矢
倉
の
七
つ
の
地
区

�

参
考
文
献

　

・
寒
川
辰
清
『
近
江
輿
地
志
略
』（
弘
文
堂
書
店　

一
九
七
六
年
）

　

・
大
津
市
史
編
纂
室
『
新
修
大
津
市
史
第
一
巻
〜
十
巻
』（
一
九
七
八
～
八
七
年
）

　

・
関
山
和
夫
『
仏
教
と
民
間
芸
能
』（
白
水
社　

一
九
八
二
年
）

　

・
橋
本
章
『
近
江
の
年
中
行
事
と
民
俗
』（
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版　

二
〇
一
二
年
）

　
・
滋
賀
県
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
保
護
課
編
『
湖
国
の
祈
り
と
そ
の
か
た
ち
』（
サ

ン
ラ
イ
ズ
出
版　

二
〇
一
三
年
）

　

・
大
津
市
民
俗
文
化
財
調
査
団
編
『
大
津
市
文
化
財
調
査
報
告
書
（
９
）
真
野
の
さ

ん
や
れ
祭
り
』（
大
津
市
教
育
委
員
会　

一
九
七
八
年
）

　

・
都
一
美
・
川
中
常
夫
著『
サ
ン
ヤ
レ
祭
り
の
次
第（
現
在
の
実
施
状
況
）』（
二
〇
一
一

年
）

�

注
釈

　

①
「
竹
ヶ
鼻
・
岡
本
・
梅
ヶ
辻
町
」「
南
大
路
町
」「
中
大
路
町
」「
池
殿
・
御
園
口
町
」

「
山
本
町
」
の
五
組
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
る
。

　

②
上
の
神
田
神
社
は
、
普
門
と
い
う
集
落
が
誕
生
し
た
こ
と
で
、
下
の
神
田
神
社
か

ら
新
た
に
勧
請
さ
れ
、
約
一
四
〇
戸
の
普
門
集
落
を
氏
子
集
落
と
し
て
い
る
。

　

③
一
説
に
は
下
河
原
と
い
う
場
所
に
神
田
神
社
が
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

④
日
吉
山
王
系
の
祭
礼
に
見
ら
れ
る
所
作
で
あ
る
。
筆
者
が
知
る
と
こ
ろ
で
は
、
山

王
祭
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
小
椋
神
社
の
仰
木
祭
、
和
邇
天
皇
神
社
の
和
邇
祭
、

木
戸
樹
下
神
社
の
五
箇
祭
で
見
ら
れ
る
。
祭
礼
を
行
う
中
心
の
集
落
か
ら
少
し
離

れ
た
集
落
の
参
加
を
促
す
た
め
に
使
い
が
出
る
。
必
ず
七
度
半
繰
り
返
さ
れ
る
が

現
在
は
ど
の
祭
に
お
い
て
も
回
数
が
省
略
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
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